
 

 

 

 

 

 

 

 

前期後半スタート！ 
   9月とはいえ、異例の暑さの中で学校生活が行われています。熱中症対策の中での教育活動 

は、子どもたちにとっては、休憩時間の減少等が生じ不本意な状態におかれています。あともう 

少しのがまんです。体調最優先で、みのりの秋にむけて頑張りたいです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ＮＯ．６ 

令和 7年９月 

文責 大星 篤志 

中島 敦夫

美 

学校教育目標 「夢と志」をもち未来に向かって果敢に挑戦する児童生徒の育成 
 河内小合言葉  ～和気・本気・根気・元気～ 

【校章デザイン】 

河内小学校だより 

今年度のプールでの水泳学習は、９月９日（火）の「校内水泳記録会」で終了し 

ました。今年も酷暑のため、水温と気温が異常に高く、水泳の学習が中止になる日も

ありました。そのような中でも、児童は自分の目標に向かって頑張りました。 

初めて２５ｍ泳ぎ切った児童や泳ぐ距離を伸ばした児童、タイムを縮めた児童など、

多くの子供が自己ベストの記録を出しました。それぞれ満足感いっぱいの表情でした。 

夏休み中に、プールに来て、泳ぎの力を高めた子供たちも多く、ワクワクドキドキ

の記録会となりました。当日は多くの保護者の方にお越しいただき、開催することが

できました。ご声援ありがとうございました。 

酷暑の中、水泳記録会無事終了しました！ 

９月１日（月）から、本校の ALTの新たな先生として、Yee 
Pearson Sin（イ・ピアソン・シン）先生が来られました。 
先生は、日本文化に興味を持たれており、特に和太鼓演奏

が好きだそうです。英語で、自己紹介をしていただきました。
1～2年生の外国語活動や4～6年生の外国語科のそれぞれの
学年の時間で、一緒に学習を行います。 

児童の自己有用感情を高め、自信をもって生活してほし

いと願い、【ありがとう】キャンペーンを 7 月 10 日から

始めました。数字の１０を語呂合わせで、（とう）と読み、

毎月 10日を【ありがとう】に日にしました。誰か（家族、

近所の方、地域の方、友だち・・・）5人に「ありがとう」

と言おうと呼びかけました。 

初日は、22人の児童が、「ありがとうを言ったよ」と報

告に来てくれました。みんな心が温まるようになればよい

と思いました。 児童によびかけた内容（一部） 



 

 

 

 

 

 

 

 

                  

 

 

 

 

 
 

  

 

 

 

 

  

 

 

 

日 曜 内    容 日 曜 内    容 
１ 水 委員会 20 月 諸費引落日、小中合同遊び 

２ 木 
放課後子ども教室（1・２年） 
就学時健康診断 

21 火 読み語り（６校時:1～3年生） 

３ 金 
みんみんゼミ（12:50～13:10）地域
創生プロジェクト（４年） 

23 木 放課後子ども教室(3年) 

24 金 地域創生プロジェクト（1年・2年） 

８ 水 キャリア 25 土 市内小学校陸上記録会 

９ 木 放課後子ども教室（４～６年） 27 月 ミミズプロジェクト（4年） 

10 金 前期終業式 
28 火 職員研修のため５時間授業 

30 木 放課後子ども教室（1・２年） 

13 月 スポーツの日 

31 金 職員研修のため５時間授業 

14 火 
個人懇談会 
※秋季休業 14日（火）・15日（水） ・ＡＬＴピアソン先生 3日、10日、17日、24日、31日 

・書写左田先生（4，5，6年）１日、８日、22日、29日  

・通級指導教室加藤先生 １日、８日、22日、29日  

・朝読書（高岡様 古城様 中務様）３日、17日、24日、31日 
16 木 

後期始業式（4時間授業） 
※下校 13:20 

19 日 第 2回 PTA資源回収 8:00～9:00 

【学習発表会】 
令和 7年度学習発表会は、11月 15日（土）8:35より
本校体育館にて開催予定です。 

１０月の行事予定 

受け止めてもらえたから、勇気が出てくる 

9月 6日（土）に東広島市 PTA連合会主催の講演会がありました。

演題は、「家庭から考える 自分も他者も大切にする関わり方」です。

今回は、一般社団法人ここいろ hiroshima の當山 敦己様 高畑 

桜様からのお話をお聞きしました。【LGBTQ＋】の当事者であるお

二人は、幼少期からの生活の中で、自らの性について思い悩み、どの

ように解決していったかについて優しく語られました。特に、自らの

「性」を他者に明らかにする際の内容は胸を打つものがありました。  

それは、子どもの思いを受け止める大切さです。 

・保護者は心の安全基地であること 

・子どもの「助けて！」を受け止められる関係であること 

・子どもにとって話しやすく、話を否定されないこと 

・子どもを見守っていくということ 

子どもは、他者に受け止めてもらえた、わかってもらえたと感じた

時に、勇気や次への一歩が出ることをお話しいただきました。子ども

を取り巻く様々な課題解決のカギになることだと思います。 

大人も同じで、自分の悩みを誰かに受け止めてもらって、元気が出

ることがあります。人は、人とつながらないと生きていけない生き物

であると言われています。人との関係が弱くなっている現代、人との

つながりはとても大切なことだと思います。 

一般社団法人 

ここいろ hiroshima 

自分の体や心の「性」につ

いて悩む子どもと保護者のた

めのコミュニティースペース 

全国学力・学習状況調査結果 

今年 4 月に行われました、国語・算数・理科の全国学力・学習状況調査ですが、本校６年生の通過率

が出ました。学力はこの調査のみでは表されません。（いずれも平均点） 

本 校：国語８０点、算数７４点、理科８０点   東広島市：国語７０点、算数６０点、理科６１点 

広島県：国語６９点、算数５９点、理科５９点   全  国：国語６６点、算数５８点、理科５７点 

本校：国語８０点、算数７４点、理科８０点 

 

 

 


